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特
集
◎
明
科
複
合
施
設
―
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
拠
点

●
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

●
明
科
庁
舎
の
歴
史

プ
レ
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
、

昨
年
12
月
25
日
、
施
設
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
宮
澤
市
長
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
、「
わ
が
町
」・「
明
科
音
頭
」
の

披
露
、
お
汁
粉
の
振
る
舞
い
の
ほ
か
、

明
科
地
域
へ
の
思
い
を
記
し
た
色
紙
を

飾
り
付
け
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
も
展

示
さ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
施

設
の
使
用
開
始
を
祝
い
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
「
市
民
の
皆
さ
ん
が
気

軽
に
立
ち
寄
れ
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
防
災
の

拠
点
と
し
て

施
設
を
運
営

し
て
い
き
た

い
」
と
話
し

ま
し
た
。

昭
和
29
年

・
合
併
に
よ
り
旧
明
科
町
が
誕
生
。
そ
れ
ま

で
の
中
川
手
村
役
場
が
庁
舎
に
な
る

昭
和
39
年

・
旧
明
科
町
役
場
庁
舎
を
建
設
、
昭
和
45
年
、

48
年
、
53
年
に
庁
舎
増
築
工
事
を
行
う

平
成
17
年
10
月

・
安
曇
野
市
誕
生
。
旧
明
科
町
役
場
庁
舎
は

支
所
機
能
と
教
育
委
員
会
機
能
を
併
せ
も

つ
明
科
総
合
支
所
に
な
る

平
成
24
年
１
月

・
明
科
複
合
施
設
建
設
開
始

平
成
24
年
12
月

・
明
科
複
合
施
設
（
公
民
館
棟
）
が
完
成
し
、

使
用
開
始

平
成
25
年
１
月

・
旧
明
科
庁
舎
解
体

平
成
25
年
9
月

・
明
科
複
合
施
設
（
講
堂
棟
）
完
成
予
定

明
科
複
合
施
設
が
使
用
開
始
に

　

こ
の
度
、
明
科
総
合
支
所
と
明
科
公
民
館
の
機
能
を
備
え
た
「
明
科
複
合
施
設
」
の
公

民
館
棟
が
完
成
し
、
昨
年
12
月
25
日
か
ら
使
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
明
科
地
域
の
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
を
紹
介
し
ま
す
。

展示やイベントにも活用できる

エントランスホール
２階ホール
来館者を出迎える施設中央のエントランス
ホール。鉄平石が敷き詰められ、床暖房を
備えています。待合や憩いの場として、ま
た、２階ホールと共に展示スペースなど多
目的に使うことができます。

防音・音響機器が備わった

講義室１・２
防音施工がされ音響機器・プロジェク
ター・鏡が備わっており、講義や小規
模な芸能発表にも利用できます。また、
部屋は間仕切りすることで分けて利用
できます。

小会議や教室に

会議室２

創作室

和室３
和室３は 12 畳
相当。

テープカットをする宮澤市長
（中央）

「みんなが笑顔で明るく
住み良い街に」と願い
が込められたクリスマ
スツリーの飾り

「わが町」の合唱

総合支所窓口

大部屋として使える

和室１・２
和室１は 27 畳、和室２は 18 畳相当で、両部
屋を一緒に使うことができます。

明るく設備の整った

調理実習室
調理台５台のほか、ホームベーカリ
ー３台を備えた明るい調理自習室。

自然光を取り入れた明るい

施設
旧明科公民館と同等の部屋数と広さがあ
り、施設内は自然光を取り入れ、明るさ
と開放感、暖かさを確保しています。

48 年間、明科地域の行政・地域活
動の拠点として使われた明科庁舎

特集◎
明科複合施設
―新たなまちづくり拠点

地域の皆さんの声

まちづくりの
アイデアを発信

明
科
地
域
審
議
会
会
長

宮み
や
が
わ川 

智ち

え

こ
江
古
さ
ん

（
明
科
）

横よ
こ
う
ち内 

健た
け
と人

さ
ん

（
明
科
中
川
手
）

安曇野市が誕生して最初に
新しくなった地域活動の拠点
です。この施設に大勢の市民
の皆さんが集い、明科地域か
らまちづくりのアイデアを発
信していければと思います。

今まで出来なかった
活動をしたい

育成会の活動をしています。
設備が整い、これからは今ま
でできなかった活動が子ども
たちとできるようになりまし
た。より地域の一体感が感じ
られる活動ができそうです。

明科複合施設完成予想図（図左側の講堂棟は平成 25 年
９月完成予定）

問
明
科
複
合
施
設
（
総
合
支
所
・
公
民
館
）

総
合
支
所　

62
・
３
０
０
１ 

62
・
４
７
４
７

公
民
館　

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４
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市政トピックス

■
地
域
社
会
に
寄
与　

市
功
労
表
彰
者
に
８
人

平
成
24
年
度
安
曇
野
市
功
労
表
彰

式
と
新
年
祝
賀
会
が
１
月
4
日
、
安

曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
（
豊

科
南
穂
高
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
功

労
表
彰
式
で
は
8
人
に
感
謝
状
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

竹
岡　

尚な
お
や
す恭

さ
ん
（
三
郷
温
）

38
年
間
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
更
生
保
護
活
動
と
犯
罪

の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

臼
井　

益ま
す
こ子

さ
ん
（
穂
高
北
穂
高
）

34
年
間
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
更
生
保
護
活
動
と
犯
罪

の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

若
宮　

昭し
ょ
う
ぞ
う三さ

ん
（
穂
高
）

28
年
2
カ
月
に
わ
た
り
防
火
管
理

者
協
議
会
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

防
火
意
識
の
高
揚
と
災
害
予
防
活
動

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

小
出　

博は
く
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
（
明
科
七
貴
）

20
年
3
カ
月
に
わ
た
り
消
防
業
務

に
従
事
さ
れ
、
市
消
防
団
団
長
を
務

め
る
な
ど
、
消
防
団
活
動
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

塩
原　

勉つ
と
む

さ
ん
（
穂
高
）

20
年
間
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
従

事
さ
れ
、
市
消
防
団
班
長
と
し
て
、

消
防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

樋
口　

政ま
さ
ゆ
き幸

さ
ん
（
豊
科
）

ロ
ン
ド
ン
２
０
１
２
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
陸
上
競
技
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
に

出
場
し
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
羽　

泰や
す
こ子

さ
ん
・
鳥
羽　

泰や
す
ゆ
き之 

さ
ん
（
松
本
市
）

川
端
康
成
の
書
、
お
よ
び
川
端
康

成
・
井
上
靖
・
東
山
魁
夷
の
署
名
入

り
色
紙
を
寄
贈
さ
れ
、
市
の
文
化
向

上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。（
昨
年
9

月
に
感
謝
状
を
贈
呈
済
み
）

■
ま
ち
づ
く
り
の
指
針　

後
期
総
合
計
画（
素
案
）を
答
申

■
人
口
増
に
向
け　

移
住
・
定
住
促
進
会
議
開
催

市
政
の
最
も
基
本
と
な
る
総
合
計

画
を
検
討
す
る
市
総
合
計
画
審
議
会

（
会
長
・
沼ぬ
ま
お尾
史ふ
み
ひ
こ久
信
州
大
学
経
済

学
部
教
授
）
は
12
月
19
日
、
同
計
画

基
本
構
想
・
後
期
基
本
計
画
（
25
～

29
年
度
）（
素
案
）
を
宮
澤
市
長
に

答
申
し
ま
し
た
。
総
合
計
画
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
を
示
す

基
本
構
想
と
基
本
構
想
に
示
す
将
来

都
市
像
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
柱

と
な
る
基
本
計
画
な
ど
で
構
成
さ
れ

「
市
移
住
・
定
住
促
進
会
議
」
の

第
１
回
会
議
が
12
月
18
日
、
県
安
曇

野
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
会

議
は
、
少
子
化
な
ど
の
中
、
人
口
増

を
図
り
市
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に

移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
の
に
必
要

な
施
策
な
ど
を
企
画
立
案
し
ま
す
。

当
日
は
有
識
者
や
商
工
業
・
農
業
関

係
者
の
ほ
か
、
安
曇
野
市
に
移
住
し

た
人
な
ど
、
委
員
14
人
に
宮
澤
市
長

て
い
ま
す
。
審
議
会
で
は
、
平
成
24

年
2
月
か
ら
、
本
年
度
で
終
了
す
る

前
期
基
本
計
画
の
検
証
や
将
来
人
口

の
推
計
、
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を

踏
ま
え
、
市
民
意
向
調
査
や
市
民
・

中
学
生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
の

意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
素
案
に
つ

い
て
審
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
素
案
で
は
、
人
・
地
域
・
産
業

が
連
携
を
強
め
、
市
が
よ
り
成
長
発

展
し
て
い
く
た
め
、
基
本
構
想
を
一

か
ら
委
嘱
書
が
渡
さ
れ
、
会
長
に
は

等
々
力
賢
治
さ
ん
（
松
本
大
学
人
間

健
康
学
部
長
・
教
授
）
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

今
後
、
数
回
の
会
議
を
行
い
、
提

言
内
容
を
平
成
25
年
8
月
ま
で
に
ま

と
め
る
予
定
で
す
。

あ
い
さ
つ
で
宮
澤
市
長
は
「
委
員

の
皆
さ
ん
の
知
識
経
験
な
ど
を
持
ち

寄
り
、
住
み
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
市
の
方
向
性
を
出
し
て

ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

部
あ
ら
た
め
、
将
来
都
市
像
を
「
北

ア
ル
プ
ス
に
育は
ぐ
く
ま
れ　

共
に
響
き

合
う　

田
園
産
業
都
市　

安
曇
野
」

と
し
て
い
ま
す
。

沼
尾
会
長
は
答
申
後
の
あ
い
さ
つ

で
「
計
画
を
具
体
的
に
実
現
す
る
た

め
、
今
後
も
市
民
の
声
を
反
映
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
市
で
は

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
答
申

内
容
を
も
と
に
案
を
ま
と
め
、
3
月

に
決
定
す
る
予
定
で
す
。

宮澤市長に答申書を手渡す沼尾委員長

意見交換が行われた
（第１回会議）

前列左から樋口政幸さん、臼井益子さん、竹岡尚恭さん、宮澤市長、髙山市議会議長、若宮昭三さん、
小出博一郎さん。後列左から宮田総務部長、村上副市長、山田市議会副議長、丸山教育長（塩原勉
さんは当日欠席）。写真中央は鳥羽泰子さん・鳥羽泰之さんから寄贈された書・色紙

公平委員会 新委員が就任

　松岡光正さんが退任し、
唐澤武志さん（明科七貴）

（写真）が就任しました。
任期は平成 24 年 12 月 22
日から平成 25 年 12 月 21
日までです。
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・年金収入が400万円を越えている。
・年金収入以外の所得が 20 万円を

超える。

・年金収入金額が 400 万円以下で、
他の所得が 20 万円以下である。

・年金収入のみで、148 万円（65
歳未満は 98 万円）以下である。

・年金収入のみで、148 万円（65
歳未満は 98 万円）を超えている。

・年末調整の内容に変更がある。
・年末調整をした給与以外の給与

収入が 20 万円を超えている。
・年末調整をしていない。
・給与収入が 2,000 万円を超える。
・給与所得以外の所得が 20 万円を

超える。

・給与所得以外の所得が 20 万円以
下である。

・所得金額より控除額が多い。

・所得金額より控除額が少ない。

・１カ所からの給与収入のみで、
年末調整時の内容に変更がない。

・給与収入のみで 93 万円以下であ
る。

・別居家族の税法上の扶養になっ
ている。

・税法上の扶養になっていない。

・同居家族の税法上の扶養になっ
ている。

スタート

市
へ
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
住
ん
で
い

た
市
区
町
村
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

いいえ
はい

判定結果

平
成
24
年
中
に
ど
ん
な
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
？

収
入
な
し

②へ

③へ

①へ

③へ

②へ

②へ

②へ

①へ

②へ

③へ

⑤へ

④へ

非課税収入のみ
（遺族年金、障害年金、失業給付金など）

申告区分

①
市県民税の申
告・確定申告
の必要はあり
ません。

②

市県民税の申
告 を す る 必
要があります

（確定申告を
する必要はあ
りません）。

③

所得税の確定
申 告 を す る
必要がありま
す。

④

国民年金保険
料の申請免除
などを受ける
場合や、所得
証明書が必要
な場合は市県
民税の申告が
必要です。

⑤

④に加え、国
民健康保険税
の軽減措置を
受ける場合は
市県民税の申
告 が 必 要 で
す。

今から準備！税の申告
税の申告期間は、２月 18 日（月）から３月 15 日 ( 金 ) まで

申告は正しく、お早めに！
平成 24 年中の所得などにかかわる市県民税・所得税の申告相談会を行います。申告期間終

了間近になると相談会場が大変混雑し、長時間お待ちいただく場合があります。早めの申告相
談をお勧めします。
問豊科総合支所内市民税課（472・3111 ㈹ 672・8340）

●申告相談の日程・会場
《受付時間》【午前の部】午前８時 30 分～午前 11 時　【午後の部】午後１時～午後４時（開場午前８時 15 分）

※申告期間前の相談会の日程は 2 月 1 日～ 15 日です。会場については広報あづみの（12 月 26 日発行号）31 ページをご覧ください。

●申告区分チェックシート（申告が必要か確認してみましょう）

●申告時の注意事項

●申告時の注意事項

日程
会場および地区割

豊科ふれあい
ホール

穂高総合支所
大会議室

三郷総合支所
３階講堂

堀金総合支所
別館大会議室

明科複合施設
２階会議室

申
告
期
間

２月18日（月）

豊科南穂高
豊科高家

穂高有明
穂高牧
穂高北穂高

－ － －
19日（火） － － －

　20日（水） 三郷小倉 － －
　　21日（木）

三郷温
－ －

　　22日（金） － －
　　25日（月）

三郷明盛
－ －

26日（火） － －
27日（水） 豊科

豊科田沢
豊科光

穂高
穂高柏原

－ － 明科光
明科七貴
明科南陸郷

28日（木） － －
３月 1日（金） － －

3日（日） 市内全域 － － － －
4日（月）

豊科
豊科田沢
豊科光

穂高
穂高柏原

－ － 明科中川手
明科東川手5日（火） － －

6日（水） －
堀金三田

－
7日（木） － －
8日（金）

市内全域 市内全域

－
堀金烏川

－
11日（月） － －
12日（火） － －
13日（水） － － －
14日（木） － － －
15日（金） － － －

対象項目 持ち物・必要書類

申告者全員 申告書、振込先口座の分かるもの、
印鑑

該
当
す
る
場
合
の
み

給与・年金所得者 源泉徴収票　（コピー不可）
事業（農業、営業、
不動産）所得者 収支内訳書　（記入済みのもの）

一時所得者・雑所
得者 収入および経費が分かる書類

社会保険料控除 国民年金保険料控除証明書など

医療費控除 医療費の明細書、領収書、おむつ使
用証明書　（領収書はコピー不可）

生命保険料控除
支払保険料の証明書地震保険料控除

（旧長期損害含む）

障害者控除 身体障害者手帳・療育手帳、障害者
控除対象者認定書など

住宅借入金等特別
控除

住宅借入金等特別控除額の計算明細
書、年末残高等証明書

寄附金控除 寄附金の受領書など

①地区割は目安であり、どの会場でも申告相談が

できます。

②事前に書類を作成して、ご持参ください。

医療費控除は「医療費の明細書」。事業所得（農

業、営業、不動産など）は「収支内訳書」。

③作成した申告書は、申告会場、各総合支所地域

支援課に設置した投函箱（オレンジ色の箱）に

入れて提出できます。

④申告書などの用紙は、各総合支所地域支援課窓

口に備え付けてあります。

⑤期間中は、申告相談会場に担当職員が常駐しま

す。それ以外では申告相談を行いません。

医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る
と
、

所
得
税
が
変
更
に
な
る
場
合
は
③
そ
れ
以
外
は
②

平
成
25
年
１
月
１
日
現

在
、
安
曇
野
市
に
住
ん

で
い
ま
し
た
か
？

主
に
年
金
収
入

主
に
給
与
収
入

農
業
、営
業
、不
動
産
、雑

・一
時
所
得
な
ど
が
あ
る
。

次の場合は、松本税務署（432・2790）へご相談ください。

○青色申告　○投資関連所得　○住宅借入金等特別控除の初年度　○損失申告　○株式や土地の譲渡所
得　○山林所得・退職所得　○損益通算　○損益控除　○所得税についてのお問い合わせ

公的年金を受給している場合の申告について

公的年金等収入 400 万円以下で、それ以外の所得金額 20 万円以下である等、確定申告が不要な場合で
も、市県民税の申告が必要です。また、医療費控除など所得税の還付を受ける場合や、上場株式等に係
る譲渡損失の繰越控除など確定申告書の提出が控除適用の要件となっている控除を受ける場合には、公
的年金等の所得を含めた確定申告が必要になります。
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義援金寄附金
確定申告書の提出はお早めに

平成 24 年分所得税の確定申告の相談および申告書の受け付けは、2 月 18 日（月）から 3 月 15 日（金）までです。
還付申告については、2 月 15 日（金）以前でも受け付けを行っています。期限間近になりますと税務署は大
変混雑することが予想されます。申告書は自分で作成し、できるだけ早めに提出してください。
●申告相談会場　松本税務署　庁舎 3 階（松本市城西 2 － 1 － 20）
●開庁日時　土・日曜日、祝日を除く午前 8 時 30 分～午後 5 時

安ちいきのわだい
曇野日和 税に関する作文 入賞者を表彰

市と市教育委員会、松本税務署など
で構成する市租税教育推進協議会では、
税に対する理解と納税意識を高めても
らうため、毎年、市内の中高生を対象に
税に関する作文を募集しています。本
年度は 438 点の応募の中から 33 点の作
品が選出され、その表彰式が 12 月 3 日、
明科総合支所で開かれました。主な賞
の受賞者は次の皆さんです。（敬称略）

【高校生の部】
関東信越国税局長賞　齋藤愛

ま あ や

郁（穂高商業高１年）
長野県租税教育推進協議会長賞　野本英

ひ で き

希（南安曇農業高 2 年）
松本地区歴代国税モニター会長賞　宮川遼

りょうた

太（明科高 3 年）
【中学生の部】
関東信越税理士会長野県支部連合会長賞　藤澤安

あ り さ

理沙（三郷中 3 年）
松本地区納税貯蓄組合連合会会長賞　矢口うらら（明科中１年）細萱桂

け い た

太
（豊科北中 2 年）竹内友

ゆ う か

香（穂高東中 3 年）有賀日
ひ な こ

南子（穂高西中 2 年）
松島佳

か な

南（堀金中 3 年）
関東信越国税局長賞を受賞した齋藤
愛郁さん（穂高商業高１年）

受賞された皆さん（12 月３日明科総合支所）

寄附された皆さんへ

寄附金控除について
●東日本大震災に係る義援金の寄附金控除

東日本大震災など被災地自治体への寄附金のほか、国・日本赤十字社・中央共同募金会・報道機関などを
通じた被災地自治体への義援金は、「ふるさと寄附金」として、市県民税・所得税の控除が受けられます。
●公益法人などへの寄附金控除

所得税の控除対象となる寄附金のうち、市内に主たる事務所を有する法人または団体（公益社団法人・公
益財団法人・社会福祉法人など）に対する寄附で、市が条例で指定したものが、本年度から新たに市民税の
控除対象となりました。また、県が条例で指定した寄附金は、県民税の控除対象になります。
●控除を受けるには

寄附金控除額計算方法は表１のとおりです。表 2 の必要書類を添付の上、確定申告書の「住民税に関する
事項」の「寄附金税額控除」欄に必要事項を記入し申告してください。

●寄附金控除額の計算　（表１）

（1）所得税の寄附金控除
　控除額＝寄附金－ 2,000 円

（詳しくは国税庁ホームページをご覧ください）

（2）市県民税の寄附金税額控除
「ふるさと寄附金」は次の①と②の合計額が、それ以外の寄附金は①が、市県民税の所得割額から控
除されます。
①　基本控除額＝（寄附金※ 1 － 2,000 円）× 10％
②　特例控除額※ 2 ＝（寄附金－ 2,000 円）×（90％－ 0 ～ 40％（所得税の税率））

※１　総所得金額の 30％を限度
※２　ふるさと寄附金のみに適用され、市県民税所得割額の 10％を限度

●市県民税の控除対象となる義援金・寄附金の支払先および控除に必要な書類（表２）

松本税務署からのお知らせ

国税庁ホームページ「確定申告
書等作成コーナー」で申告書を
作成できます

税額なども自動計算、印刷すればきれいに申告書が
完成　（uhttp://www.nta.go.jp）

所得税の納税には便利な口座
振替をご利用ください

【納期限】
現金納付：3 月 15 日（金）
口座振替：4 月 22 日（月）

内容 選択番号 転送先

確定申告に関す
る質問、相談 ０

申告案内窓口へおつなぎ
します。（３月 15 日（金）
まで）

税金に関する質
問、相談 １ 電話相談センターへおつ

なぎします。
税務署からの照
会などに関する
問い合わせ

２ 松本税務署の電話交換へ
おつなぎします

電話相談窓口
TEL32･2790
音声案内に従い、番号を押して
ください。

 

対象となる寄附金などの支払先 必要な書類

ふ
る
さ
と
寄
附
金
（
①
＋
②
）

被
災
地
へ
の
義
援
金

国・都道府県・市区町村
※寄附金受領証明書は 1 点で可

・寄附先の自治体が発行する「寄附金受領証明書」
・郵便振替の半券または振込依頼書の控え（原本）
・半券等に記載の口座が義援金の専用口座であることが確認で

きる寄附先の自治体のホームページを印刷したものなど
日本赤十字社、中央共同募金会

（東日本大震災義援金） ・郵便振替の半券または振込依頼書の控え、もしくは領収書

新聞社や放送局などの募集団体
（東日本大震災に係る義援金）
※最終的に被災地の自治体、義援金
配分委員会へ拠出されることが明ら
かなもの

・郵便振替の半券または振込依頼書の控え（原本）
・半券等に記載の口座が募集団体により設けられた義援金の専

用口座であることが確認できる新聞記事、募集要項、募集趣
意書などの写し（新聞記事に寄附者の住所、氏名、寄附金額
の記載があれば、その写しでも可）

都道府県・市区町村 ・寄附先の自治体が発行する「寄附金受領証明書」

① 日本赤十字社長野県支部・長野県共同募金会 ・寄附先の団体が発行する「寄附金受領証明書」

① 市が条例で指定した団体（公益法人など） ・条例で指定された団体が発行する「寄附金受領証明書」

問豊科総合支所内市民税課（472･3111 ㈹ 672･8340）
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◎国民健康保険の受診助成制度

人間ドック・脳ドック受診

契約医療機関以外で受診した場合（図 2）

人間ドック
脳ドック受診者

②助成金申請
⑥助成金請求
　検査結果提出

③助成金交付決定
   ⑦助成金支払い
       ⑧特定保健指導（該当者のみ）

市

契約医療機関で受診した場合（図 1）

人間ドック
脳ドック

実施医療機関

人間ドック
脳ドック受診者

人間ドック
脳ドック

契約医療機関

①予約
④受診

①予約
④受診

（助成券との差額負担）

（費用全額負担）

⑤検査結果

⑤検査結果

③助成券発行 ⑥助成金
支払い ⑤検査結果提出、

助成券分の費
用請求

⑦特定保健指導
　（該当者のみ）

②助成金
申請

市

　

助
成
対
象
者
は
次
の
条
件
を
満
た
す

人
で
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
無
い

世
帯
に
属
す
る
人

▽
35
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者

▽
検
査
結
果
を
市
へ
提
出
で
き
る
人

助
成
金
額
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

年
度
内
で
１
回
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
人
間
ド
ッ
ク
と
併
用
す
る
脳
ド
ッ

ク
の
場
合
は
、
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ

ク
両
方
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
費
用

内
通
知
（
受
診
医
療
機
関
発
行
）
▽

国
民
健
康
保
険
証
▽
認
め
印

２
助
成
方
法

助
成
方
法
は
、
市
と
医
療
機
関
と
の

契
約
の
有
無
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

①
契
約
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合

（
図
１
）
―
契
約
方
式

市
と
契
約
す
る
医
療
機
関
（
表
2
）

で
受
診
す
る
場
合
は
、
申
請
時
に
交
付

を
受
け
た
「
助
成
券
」
を
受
診
時
に
提

出
し
ま
す
。
検
査
費
用
と
助
成
金
額
と

の
差
額
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
い

ま
す
。
検
査
結
果
は
、
医
療
機
関
か
ら

直
接
、
市
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

②
契
約
医
療
機
関
以
外
で
受
診
し
た
場

合
（
図
２
）
―
償
還
払
い
方
式

市
と
契
約
し
て
い
な
い
医
療
機
関
で

受
診
す
る
場
合
は
、
検
査
費
用
を
医
療

機
関
の
窓
口
で
全
額
支
払
い
ま
す
、
後

日
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
助
成

金
請
求
を
行
い
ま
す
。

●
持
ち
物

▽
医
療
機
関
が
発
行
す
る
領
収
書

▽
検
査
結
果
▽
認
め
印
▽
振
り
込
み

を
希
望
す
る
口
座
の
預
金
通
帳

請
求
後
、
お
お
む
ね
1
カ
月
か
ら
2

カ
月
後
に
助
成
金
を
指
定
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。

問
穂
市
民
課
国
保
年
金
担
当

　
（
82･

３
１
３
１
㈹ 

82･

６
６
２
２
）

か
ら
助
成
金
額
を
差
し
引
い
た
残
り
が

２
０
０
０
円
未
満
の
場
合
は
、
検
査
費

用
か
ら
１
０
０
０
円
を
差
し
引
い
た
額

（
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数
切
り
捨
て
）

を
助
成
し
ま
す
。

１
助
成
申
請

人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
を
実

施
し
て
い
る
す
べ
て
の
医
療
機
関
が
助

成
対
象
に
な
り
ま
す
。
受
診
す
る
お
お

む
ね
１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
に
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
で
助
成
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物

▽
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
案

◎
国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
受
診
助
成
制
度

自
分
の
体
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク

人
間
ド
ッ
ク・脳
ド
ッ
ク

市
で
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
精
密
健
康
診

断
（
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
）
の
検
査
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
な
受
診
で
病
気
の
早
期
発
見
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
助
成
対
象
者
と
助
成
金
額

35
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

国
保
加
入
者
が
助
成
対
象

■
申
請
の
方
法

２
つ
の
助
成
方
法
が
あ
り
ま
す

●助成金額（表１）

●契約医療機関（表２）

区分 内容 助成金額

人間ドック
日帰り 25,000 円

１泊２日 30,000 円

脳ドック

人間ドックと併用 10,000 円

特定健康診査を兼ねる 20,000 円

簡易ドック 15,000 円

医療機関名

受診区分

人間ドック 脳ドック

日帰り 一泊 人間ドック
と併用

特定健診
を兼ねる 簡易

市 

内

安曇野赤十字病院 ○ － ○ ○ －

穂高病院 ○ ○ － － －

高橋医院 ○ ○ － － －

須澤クリニック ○ ○ － － －

市 

外

相澤健康センター ○ ○ ○ ○ －

丸の内病院 ○ ○ ○ － －

松本協立病院 ○ ○ ○ － －
松本市医師会
医療センター診療所 ○ － － － －

安曇総合病院 ○ ○ ○ ○ －

松本市立病院 ○ ○ ○ ○ －
長野県健康づくり事業団
長野健康センター ○ － － － －

藤森病院 ○ ○ － － －
一之瀬
脳神経外科病院 － － ○ ○ △

城西病院 ○ ○ ○ ○ －

※○ = 受診可能　－＝検診実施なし　△＝償還払い方式で受診
※他の医療機関で受診する場合は償還払い方式になります。

�国保加入者�
�35 ～74 歳�

�国保加入者�
�35 ～74 歳�

簡易脳ドック以外は、市が実施する特定健康診査と重複して助成は受け
られません。
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市消防団（寺畑佳
よ し じ

司団長）は、12 月 25 日
から 30 日まで恒例の年末特別警戒を行いま
した。初日となる 25 日には、5 つの総合支所
で巡視激励が行われ、このうち堀金総合支所
では第 13 分団長の田口広

こうせい

成さん以下分団員
20 人が、宮澤市長、消防・警察関係者からの
激励を受けました。宮澤市長は、「市民の皆
さんが安心して新しい年を迎えることができ
るよう、警戒をお願いします」と団員を激励
しました。期間中、各分団では団員の皆さん
が詰所に集まり、管轄管内を消防車両や徒歩
で回り、警戒にあたりました。

市内 4 つの高校の演劇部が 2 月 10 日、豊
科公民館で 3 回目の合同発表会を開催しま
す。これに備えて、12 月 11 日に明科高校、
豊科高校、穂高商業高校、南安曇農業高校の
演劇部員が初の顔合わせをし、役割分担や舞
台装置の扱い方などの確認をしました。 東

あずま

奈
な つ き

津樹さん（南安曇農高１年）は、「やって
いる私たちだけでなく、見ている人も楽しま
せる劇にしたい」と意気込みを話してくれま
した。

当日は午前 10 時の開演で、入場無料です。
プログラムなどの詳細は南安曇農業高校の
溝
みぞぐち

口紀
のりやす

泰先生（472･2139）まで。

12/25 ～ 30　市消防団年末特別警戒

12/11　市内４高校演劇部　合同発表会顔合わせ

市民の安心・安全のために

２月の発表会に向け準備

今回で 3 回目となる堀金公民館講座「親子料理教室」
が 12 月 15 日、堀金小学校調理室で行われました。

当日は堀金地域食生活改善協議会の皆さんを講師
に、市内の小学生 10 人とその保護者 4 人が「洋風う
す焼き」と「とん汁」を作りました。洋風うす焼き
は、ホットケーキ粉に刻んだ野菜やご飯を混ぜて焼い
たアレンジ料理です。料理教室に毎年参加していると
いう宗

むねむら

村奈
な お こ

生子さん（堀金小 6 年）は「前回習ったス
パゲティは、家で 2 回くらい作りました。今回の洋風
うす焼きも家で作って、レパートリーを増やしたいで
す」と話してくれました。2 人の娘さんと参加した上
條恵

め ぐ み

美さん（三郷温）は、「料理教室に参加する度に、
子どもたちが上達していくのを見て、家でも子どもの
ペースに合わせて一緒に作りたいです」と話してくれ
ました。

12/15　堀金公民館講座「親子料理教室」

心を合わせて楽しい料理

全国大会へ出場、または出場を控えた小中学生と高
校生が宮澤市長を表敬訪問しました。

宮澤市長は「全国で活躍する皆さんは、市民の誇り
です。競技や興味のあることを続けて世界にも羽ばた
いてほしい」と今後の活躍に期待を寄せました。

【訪問した皆さん】（敬称略）
12 月６日　第 7 回台湾小学生バドミントン大会（国際親善競
技）・第 21 回全国小学生バドミントン選手権大会　曽根原唱（豊
科南小 6 年）　第 13 回全日本中学生バドミントン選手権大会
小林大和（明科中１年）藤原優希（明科中 2 年）　岐阜清流国体

（馬術競技少年団体障害飛越）　衛藤みのり（明科中 3 年）　こど
も音楽コンクール平成 24 年度東日本優秀演奏発表会　三郷中
学校吹奏楽部（代表）　松本彩花、鈴木夏美、山口紗世（3 年）、
柴野瀬理奈、犬飼瑞希、中田瑛莉（2 年）　平成 24 年度「心の
輪を広げる体験作文・障害者週間のポスター」中学生部門　澤
口奈津実（三郷 2 年）
12 月 10 日　第 92 回全国ラグビーフットボール大会　岡谷工
業高校　野畑春喜、野畑幸世（三郷）山口泰平、望月亮平（穂高）

12/6・10　全国大会出場小中学生・高校生表敬訪問

安曇野の子どもたちが　全国の舞台へ

県内で活動する若手音楽家によるクリス
マスコンサートが、12月23日、穂高交流学
習センター「みらい」ホールで開催されま
した。この日は、ソプラノ歌手の須

す な が

永理
り か

華
さん（茅野市）、ピアノ奏者の塚本敦子さん

（松本市）が出演。解説を交えながら「アヴェ・
マリア」や「ペチカ」など国内外の歌曲、
10 曲を演奏しました。アンコールでは出演
者と約 150 人の観客が一緒に「きよしこの
夜」を歌いました。ステージを終えた須永
さんは「会場の皆さんの温かさに触れなが
らで歌うことができました」と話してくれ
ました。

青少年健全育成を目的に「比
ひ だ い

田井和
かずたか

孝さ
ん講演会」（明科地域青少年育成市民会議
など主催）が 12 月 16 日、明科公民館で開
かれました。当日は「幸せな人生を歩むた
めにとっても大切なこと」と題した講演を
100人が聴講。日ごろ専門学校副校長として、
学生の進路指導をする経験などから「仕事
も人生も心の持ちかたが大切」と話し、「何
事も感謝と思いやりの心をはぐくむことで、
子ども自身の人生が幸せになる」と会場に
訴えました。

12/23　みらいのクリスマスコンサート

12/16　比田井和孝さん講演会

クリスマスに響く歌声

幸せな人生を歩むために
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生涯学習・図書館

親
子
で
一
緒
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
グ
カ

ッ
プ
を
制
作
し
ま
す
。

●
日
程　

①
型
作
り
、2
月
23
日（
土
）、

24
日
（
日
）
②
色
付
け
、
3
月
16
日

（
土
）、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時

～
４
時
、③
ま
と
め
、3
月
20
日（
水
）

午
前
9
時
～
正
午

●
場
所　

三
郷
公
民
館　

実
習
室

●
講
師　

三
原　

好
清
さ
ん
（
陶
芸
ク

ラ
ブ
「
絆
」
代
表
）

●
定
員　

親
子
10
組
、
20
人
程
度
（
先

着
順
）

●
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
校
4
年
生

以
上
の
親
子
で
、
4
日
間
と
も
出
席

で
き
る
人

●
受
講
料　

１
０
０
０
円
（
受
講
料
＋

材
料
費
）

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
等

●
申
し
込
み　

2
月
5
日
（
火
）
か
ら

７
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。
詳
し
い

日
程
等
は
、
受
講
者
の
皆
さ
ん
に
後

日
通
知
し
ま
す
。

季
節
に
合
わ
せ
た
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
古
く
か
ら
日
本
で
食
さ
れ
、

五
穀
に
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
地
元
の
大

豆
・
小
豆
を
使
い
、
香
り
の
よ
い
お
汁

粉
や
、
最
近
注
目
の
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
大
豆
料
理
を
作
り

ま
す
。

●
日
時　

2
月
21
日
、
28
日
、（
い
ず

れ
も
木
曜
日
）
午
前
10
時
～
午
後
零

時
30
分

●
会
場　

三
郷
公
民
館　

調
理
実
習
室

●
講
師　

山
本 

則
子
さ
ん
（
ス
ー
プ

の
会
代
表
）

●
定
員　

18
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

受
講
料　

４
０
０
円
（
２

新
施
設
の
調
理
実
習
室
を
使
い
、
地

元
の
食
材
な
ど
に
一
手
間
を
か
け
て
、

手
軽
に
お
い
し
く
い
た
だ
け
る
よ
う
に

調
理
を
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

2
月
23
日
（
土
）

午
前
9
時
～
午
後
１
時

●
場
所　

明
科
公
民
館　

調
理
実
習
室

●
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

●
講
師　

Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
生
活

文
化
担
当　

臼
井　

真
智
子
さ
ん

●
調
理
内
容　

炊
き
込
み
ご
は
ん
、
長

芋
巻
き
フ
ラ
イ
、
手
軽
な
ス
イ
ー
ツ

な
ど
（
予
定
）

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
受
講
料

２
０
０
円
を
含
む
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

マ
ス
ク

●
申
し
込
み　

2
月
12
日
（
火
）
か
ら

13
日
（
水
）
ま
で
に
、
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
午

前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。

０
０
円
×
2
回
）、
材
料
費
１
回
あ

た
り
３
０
０
円
程
度

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

2
月
5

日
（
火
）
～
6
日
（
水
）
の
間
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
付

時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま

で
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
講
者
の

皆
さ
ん
に
後
日
通
知
し
ま
す
。

安
曇
野
に
は
た
く
さ
ん
の
美
術
館
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
彫
刻
等
の
立
体
造

形
作
品
を
展
示
し
て
い
る
館
を
訪
問
し

ま
す
。「
か
た
ち
」
の
魅
力
を
体
感
し

に
出
掛
け
ま
せ
ん
か
。

●
期
日　

3
月
15
日
（
金
）

エ
ク
セ
ル
編
～
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
表
を
作
ろ
う
～

エ
ク
セ
ル
を
使
い
、
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
が
入
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
表
を
作
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
中
に
市
公
民
館
の
パ

ソ
コ
ン
講
座
を
受
講
さ
れ
て
い
な
い
人

を
優
先
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
4
日（
月
）・
5
日（
火
）・

6
日
（
水
）・
7
日
（
木
）
の
4
日
間
、

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　

豊
科
公
民
館　

大
会
議
室

●
対
象
者　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
、
Ｖ

ｉ
ｓ
ｔ
ａ
、
7
の
い
ず
れ
か
の
パ
ソ

コ
ン
を
持
参
で
き
る
人
で
、
文
字
入

力
等
あ
る
程
度
操
作
が
で
き
る
人
。

ま
た
、
4
日
間
と
も
出
席
で
き
る
人

●
受
講
料　

８
０
０
円
＋
別
途
テ
キ
ス

ト
代
（
５
０
０
円
程
度
）

●
講
師　

田
中
さ
お
り
さ
ん

●
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

●
申
込
方
法　

１
月
30
日
（
水
）
午
前

8
時
30
分
か
ら
豊
科
公
民
館
で
受
け

付
け
ま
す
。
窓
口
か
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
本
年
度
、
公
民

館
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
受
講
し
た
人

は
、
午
後
１
時
か
ら
受
付
）

●
見
学
日
程　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

ー
み
ら
い
玄
関
前
集
合（
午
後
１
時
）

～
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
・
Ｋ
Ａ
Ｎ
（
作
品
鑑
賞
）

～
碌
山
美
術
館
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
等
）
～
穂
高
陶
芸
会
館
（
作
陶
体

験
等
）
～
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

み
ら
い
解
散
（
17
時
30
分
ご
ろ
）

●
定
員　

25
人 

●
参
加
費　

１
人
１
０
０
０
円　

※
別

途
、
作
陶
作
品
の
送
料
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
当
日
集
金
）

●
申
し
込
み　

2
月
26
日
（
火
）
ま
で

に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
参
加
者
名
と

連
絡
先
、
住
所
を
記
入
）
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の

場
合
、
抽
選
に
て
選
定
し
ま
す
。
参

加
者
の
決
定
は
、
3
月
4
日
（
月
）

ま
で
に
郵
送
に
て
通
知
し
ま
す
。

親
子
陶
芸
教
室
の
参
加
者
募
集

三
郷
公
民
館

77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７

地
産
地
消
で
美
味
し
い
ラ
ン
チ
を

明
科
公
民
館

62
・
４
６
０
５ 

62
・
５
８
９
４

豊
科
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

豊
科
公
民
館

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

見
て
、触
れ
て
、感
じ
よ
う
！
バ
ス
で
行
く

「
立
体
の
芸
術
を
楽
し
む
美
術
館
め
ぐ
り
」

文
化
課
文
化
振
興
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

料
理
教
室　

見
直
し
ま
し
ょ
う
日
本
食
！

～
長
寿
国
日
本　

秘
密
は
お
ふ
く
ろ
の
味
～

三
郷
公
民
館

77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７

穂
高
神
社
の

　
　
　

百
人
一
首
絵
馬

（
御
船
会
館
・
市
有
形
民
俗
文
化
財
）

こ
の
お
正
月
、
百
人
一
首
を
楽
し
ん
だ
と

い
う
人
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
左
記
は
、

嘉
永
二
年(

一
八
四
九)

穂
高
神
社
正
遷
宮

祭
の
折
に
、
地
元
の
庄
屋
小
川
儀
左
衛
門
ほ

か
世
話
人
七
人
が
奉
納
し
た
百
人
一
首
絵
馬

で
す
。
絵
を
担
当
し
た
の
は
、
穂
高
出
身
の

狩
野
派
の
画
家
、
望
月
章
斎
で
す
。
ま
た
、

書
を
担
当
し
た
の
は
、
同
じ
く
穂
高
出
身
の

医
師
で
あ
り
国
学
者
で
も
あ
っ
た
高
島
章
貞

で
す
。
彼
の
開
い
た
星
園
塾
か
ら
は
、
自
由

民
権
家
松
澤
求
策
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

政
治
家
、
教
育
者
が
輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
売
れ
っ
子
二
人
に
よ
る
作
品
、
芸

術
的
に
も
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化
　
そ
の
14

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５天智天皇

お
す
す
め
の
一
冊

ア
ー
ヤ
と
魔
女

ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
作

田
中
薫
子
訳

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

紹介する人

福田　莉
り こ

子さん
（堀金小４年）

身
寄
り
の
な
い
子
ど
も
の
家
で
育
っ
た

女
の
子
、主
人
公
ア
ー
ヤ
は
、あ
る
日
魔
女

の
家
に
引
き
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
家
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
毎

日
こ
き
使
わ
れ
て
ば
か
り
。
す
っ
か
り
い

や
に
な
っ
た
ア
ー
ヤ
は
魔
女
の
飼
っ
て
い

る
黒
ネ
コ
の
ト
ー
マ
ス
に
助
け
て
も
ら

い
、
こ
っ
そ
り
と
作
戦
を
立
て
反
撃
に
出

ま
す
が
…
。

と
ん
が
り
帽
子
に
黒
色
で
は
な
い
カ
ラ

フ
ル
な
格
好
や
ア
ー
ヤ
の
名
前
の
由
来
、

ト
ー
マ
ス
と
の
呪
文
の
か
け
方
等
々
…

あ
っ
と
い
う
間
に
話
の
世
界
に
引
き
込
ま

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ア
ー
ヤ
は
本
当
の
魔

女
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
ー
ヤ
の
名
前
の

由
来
で
あ
る
“
ア
ヤ
ツ
ル
“
の
言
葉
通
り

み
ん
な
ア
ー
ヤ
に
操
ら
れ
て
い
く
の
で
す

が
、
皆
楽
し
そ
う
で
す
。
私
も
特
別
な
魔

法
に
か
か
っ
た
み
た
い
で
し
た
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
読
ん
で
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

図書館映画上映会（入場無料） 
「坂本龍馬のすべて」〈第 2 部〉

2010 年  日本
●日時　 8 日（金）
　　　　開場 18：30　上映 19：00 ～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

おりがみの部屋
中央図書館　●日時　20日（水）16：15～
　　　　　　●場所　中央図書館
　　　　　　　　　　おはなしのへや
堀金図書館　●日時　27日（水）16：15～
　　　　　　●場所　堀金図書館
　　　　　　　　　　児童コーナー

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら
　　中央図書館おはなしのへや
　　6・13・20 日（各水曜日）
	 10：30 ～（乳幼児対象）

◇　中央図書館　おはなしとしょかん
　　中央図書館おはなしのへや
　　16 日（土）	 10：30 ～（乳幼児対象）
	 11：20 ～（幼児以上対象）

◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　15 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）

◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　15 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）

◇　三郷図書館　ポケットの会
　　三郷公民館児童室
　　 9 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇　堀金図書館　おはなしのへや
　　堀金図書館児童コーナー
　　13 日（水）	 10：30 ～（乳幼児対象）
　　26 日（火）	 16：20 ～（幼児以上対象）

◇　明科図書館　ひまわりおはなしの会
　　明科図書館内おはなしの部屋
　　23 日（土）	 11：00 ～（乳幼児以上対象）

2月の図書館イベント

百人一首絵馬
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施設イベント

市
内
在
住
の
陶
芸
家 

高
木
初
見
さ

ん
が
制
作
し
た
抽
象
造
形
な
ど
、
陶
芸

作
品
約
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

●
会
期　

2
月
9
日（
土
）～
24
日（
日
）

●
会
場　

髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
南
の

蔵
●
休
館
日　

2
月
12
日
㈫
・
18
日
㈪

●
観
覧
料　

無
料
（
髙
橋
節
郎
展
示
室

は
有
料
）

第
58
回　

友
の
会
書
芸
展

友
の
会
書
道
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。大
型
の
作
品
や
、

絵
馬
の
書
な
ど
新
し
い
年
に
ふ
さ
わ
し

い
豪
華
な
作
品
を
展
示
。
会
期
内
に
書

「
裂
き
織
り
で
小
物
作
り
」　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
再
利
用
し
た
エ
コ
な

裂
き
織
り
台
で
、
小
物
作
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

2
月
14
日（
木
）、21
日（
木
）、

28
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

●
場
所　

穂
高
会
館　

体
育
相
談
室　

●
講
師　

田
村 

ア
イ
子
さ
ん

●
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

１
回
２
０
０
円

●
持
ち
物　

受
講
者
に
通
知
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

１
月
28
日
（
月
）
か
ら

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受

付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

ま
で
。

「
手
軽
に
楽
し
む
マ
ジ
ッ
ク
講
座
」

マ
ジ
ッ
ク
の
力
を
借
り
て
、
不
思
議

な
世
界
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

2
月
22
日
（
金
）
3
月
１
日

（
金
）、
8
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時

●
場
所　

穂
高
会
館　

視
聴
覚
室

●
講
師　

柳
原 

和
男
さ
ん　

●
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

１
回
２
０
０
円
（
希
望
者

は
、
用
具
代
１
０
０
０
円
）

●
持
ち
物　

受
講
者
に
通
知
し
ま
す
。

道
部
長
・
千
野
秀し
ゅ
う
と
う
濤
さ
ん
に
よ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
開
催
し
ま
す
。

●
会
期　

2
月
11
日
（
月
）
ま
で

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

1
月
31
日（
木
）14
時
～（
※
要
入
館
料
）

第
58
回　

友
の
会
美
術
展

友
の
会
美
術
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
安

曇
野
の
風
景
を
描
い
た
作
品
や
、
心
象

風
景
を
描
い
た
抽
象
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
技
法
で
表
現
さ
れ
た
芸
術
作
品
を
展

示
。
郷
土
安
曇
野
を
拠
点
に
活
動
す
る

芸
術
家
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

2
月
14
日
（
木
）
～
3
月
３

日
（
日
）

〈
共
通
〉

●
会
場　

豊
科
郷
土
博
物
館　

１
階
展

示
室

●
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

●
入
館
料　

大
人
１
０
０
（
80
）
円

　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

●
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
、

開
館
）
祝
日
の
翌
日

●
申
し
込
み　

１
月
30
日
（
水
）
か
ら

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受

付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

ま
で
。

●
対
象　

各
講
座
と
も
市
内
在
住
の
人

市
消
防
団
で
は
、
音
楽
喇
叭
隊
の
日

ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
み
な
が
ら

消
防
団
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

た
め
、
音
楽
喇
叭
隊
演
奏
会
を
開
催
し

ま
す
。

小
さ
な
子
ど
も
も
楽
し
め
る
曲
目
を

中
心
に
吹
奏
す
る
ほ
か
、
消
防
団
活
動

パ
ネ
ル
の
展
示
等
も
行
い
ま
す
。
家
族

揃
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
月
24
日
（
日
）

午
後
2
時
～
午
後
４
時

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

●
場
所　

豊
科
公
民
館　

ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

美
術
講
座
『
デ
ッ
サ
ン
入
門
（
人
物
・

着
衣
）』
参
加
者
の
募
集

人
物
デ
ッ
サ
ン
を
通
し
て
芸
術
の
基

礎
で
あ
る
物
を
見
る
目
を
養
い
ま
す
。

●
日
時　

2
月
22
日
・
3
月
１
日
・
8

日
（
全
3
回
）
毎
週
金
曜
日
午
後
１

時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

●
場
所　

研
成
ホ
ー
ル

●
講
師　

中
村
石せ
き
じ
ょ
う
淨
さ
ん

●
参
加
費　

２
０
０
０
円

●
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

美
術
講
座「
テ
ラ
コ
ッ
タ
に
触
れ
よ
う
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の
募
集

テ
ラ
コ
ッ
タ
の
持
つ
素
材
の
魅
力
を

生
か
し
、
実
用
品
や
イ
ン
テ
リ
ア
を
制

作
。
粘
土
造
形
の
楽
し
さ
を
満
喫
で
き

る
講
座
で
す
。
今
回
は
香
炉
、茶
香
炉
、

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
制
作
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
17
日
（
日
）
午
後
１
時

～
午
後
４
時

●
場
所　

研
成
ホ
ー
ル
研
修
室
Ⅱ

●
参
加
費　

５
０
０
円
（
粘
土
・
焼
成

代
含
む
）

●
定
員　

20
人

●
講
師　

幅
谷
啓
子
さ
ん　

顧
問　

柳
沢
廣
さ
ん

安
曇
野
凜
風　

高
木
初
見
作
陶
展

髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

穂
高
公
民
館
趣
味
の
講
座

穂
高
公
民
館

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

市
消
防
団
音
楽
喇ら

っ
ぱ叭
隊
演
奏
会

問
堀
危
機
管
理
室

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９

美
術
講
座
の
開
催

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

 

82
・
０
７
６
９

豊
科
郷
土
博
物
館
「
友
の
会
展
」

豊
科
郷
土
博
物
館

 

72
・
５
６
７
２ 第 44 回日展入選作品「翔雪」

平成 24 年度　安曇野市中学高校美術部展

市の中学校・高校美術部による合同作品展を開催します。4 年目となる今回は、
市内 10 校の美術部が参加し、１年間の成果を発表します。中学生・高校生が制
作した多彩な作品をご覧ください。
●会　期　2 月 5 日（火）～ 24 日（日）午前 9 時から午後 5 時まで

※入場は午後４時半まで（最終日は午後３時まで）
●会　場　豊科近代美術館 2 階
●休館日　2 月 12 日（火）・18 日（月）
●観覧料　無料（常設展は有料）●参加校　明科中学校、豊科北中学校、豊科

南中学校、穂高西中学校、堀金中学校、三郷中学校、明科高校、豊科高校、
南安曇農業高校、穂高商業高校

豊科近代美術館
473・5638 673・6320

名称 内容 日時・場所 定員・費用対象 申し込み
問い合わせ・その他

気功・太極拳を使った
ラクラク介護講習会

気功八段錦、太極拳（古武術）を応
用した介護の負担を軽減できる方法
を習得します。

日：１月 31 日（木）、２月７
日（木）、14 日（木）、21
日（木）全４回
午後７時～９時

場：穂高勤労者福祉センター

定：８人
料：2,000 円

申：日本健康太極拳同好会
　飯島さん
　（4090・8329・1048）

松本地区
合同就職面接会

就職を希望している人や就職未内定
の学生を対象とした就職面接会を開
催します。

日： ２ 月 12 日（火） 午 後 １
時 30 分～４時（受付午後
1 時～）

場：ホテルブエナビスタ３階
グランデ

料：無料 申：不要
問：ハローワーク松本
（427・0111）

運転免許更新
特定任意講習会

運転免許更新者を対象に特定任意講
習会を開催します。講習を受けると、
更新時の講習は免除されます。なお、
70 歳以上の人、更新時に 70 歳に
なる人は別講習が必要なため受講で
きません。優良運転者は受講の必要
はありません。

日：２月 15 日（金）
受付：午後６時 30 分～
講習：午後７時～９時

場：豊科公民館２階大会議室

料：1,500 円
対：２月 16 日か

ら８月 15 日ま
で に 運 転 免 許
を更新する人

申：安曇野交通安全協会
（472・2263）

※運転免許証・筆記用具持参

第２回ハートバリア
フリーコンサート

アンサンブル　ヴィ・ヴォーチェ出
演による、自閉症の人をはじめ全て
の皆さんが安心して音楽を楽しめる
心通うコンサートです。

日：２月 17 日（日）
午後２時 30 分～

場：穂高交流学習センターみ
　らい多目的交流ホール

料：1,000 円
対：一般

申：ＮＰＯ法人ＫＵＭＯＩ
細野さん（484・4050）

護身術春季講習会

弱者を狙った犯罪が後を絶ちませ
ん。いざという時のために、護身術
を身に付けましょう。

日：３月９日（土）
午後７時～９時

場：穂高西中学校柔道場

定：50 人
料：500 円
対：年長以上

申：穂高地域体育協会柔道部
　柿本さん
　（4090・4158・7187）
　2 月 28 日まで随時受付

後 援 な ど 日＝日時　場＝場所　定＝定員　料＝料金　対＝対象者　申＝申し込み　問＝問い合わせ
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穂

三

明

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

明
科
複
合
施
設
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

介
護
を
し
て
い
る
と
、
心
身
共
に
疲

労
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

リ
ン
パ
ケ
ア
で
免
疫
力
を
高
め
、
疲

労
回
復
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

2
月
12
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

●
講
師　

滝
澤
陽
子
さ
ん
（
リ
ン
パ
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
）

●
内
容　

実
技「
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

●
対
象　

介
護
者
お
よ
び
介
護
に
関
心

を
お
持
ち
の
人

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

薄
手
の
タ
オ
ル
１
枚
、
水

分
補
給
用
飲
み
物

※
ア
レ
ル
ギ
ー
や
敏
感
肌
の
人
は
、
自

分
用
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
ク
リ
ー
ム
、
オ

イ
ル
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

１
月
28
日
（
月
）
か
ら

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
時

間
は
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
5
時
ま
で
）

家
族
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
つ
い
て
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。正
し
い
知
識
を
学
び
、

適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
、
本
人
に

と
っ
て
回
復
へ
の
有
効
な
き
っ
か
け
と

な
り
ま
す
。

●
日
時　

2
月
17
日
（
日
）

午
後
2
時
～
4
時

●
場
所　

松
本
市
駅
前
会
館
大
会
議
室

●
内
容　

▽
講
演
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
と
家
族
の
回
復
」
講
師　

滝
口
直

子
教
授
（
大
谷
大
学
文
学
部
）
▽
体

験
発
表 

●
対
象
者　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
に
悩
ん

で
い
る
家
族
と
支
援
者

●
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
０
２
６
・
２
２
７
・
１
８
１
０
）

平
成
25
年
度
成
人
検
診
の
申
し
込
み

受
付
を
行
い
ま
す
。
2
月
中
旬
に
各
家

庭
へ
申
し
込
み
用
の
は
が
き
を
郵
送
し

ま
す
。
申
し
込
み
を
す
る
場
合
は
、
内

容
を
ご
確
認
の
上
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
3
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
投
函
す

る
か
、
直
接
、
最
寄
り
の
保
健
セ
ン
タ

ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
申

込
者
に
受
診
券
・
検
診
票
な
ど
を
送
付

し
ま
す
。

●
成
人
検
診
・
予
防
接
種
・
母
子
保
健

事
業
の
日
程
な
ど
詳
細
は
、
3
月
中

に
各
家
庭
に
配
布
す
る
「
健
診
こ
よ

み
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
25
年
度
か
ら
骨
検
診
の
実
施
方
法
が

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
か
ら
超
音
波
検
査

に
変
更
に
な
る
予
定
で
す
。

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

●
日
時　

3
月
3
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

●
場
所　

長
野
県
松
本
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
2
階　

第
4
会
議
室

●
内
容　

▽
講
演
「
成
年
後
見
人
等
の

職
務
に
つ
い
て
」
▽
質
疑
応
答
、
個

別
相
談

●
対
象　

松
本
市
、
安
曇
野
市
、
麻
績

村
、
生
坂
村
、
山
形
村
、
筑
北
村
に

在
住
す
る
成
年
後
見
人
等
。ま
た
は
、

成
年
後
見
制
度
に
関
心
の
あ
る
人
。

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

2
月
１
日
（
金
）
か
ら

20
日
（
水
）
午
後
5
時
ま
で
に
社
会

福
祉
法
人
松
本
市
社
会
福
祉
協
議
会

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
か
け
は
し

（
88
・
６
６
９
９
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
に
助
言
が

ほ
し
い
、
新
商
品
開
発
の
ヒ
ン
ト
が
ほ

し
い
な
ど
の
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、「
グ
ル
メ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

に
よ
る
相
談
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

▽
飯
塚
喜
隆
さ
ん

（
㈱
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル 

新
潟
・
長
野
・

群
馬
総
料
理
長
）　

▽
大
澤
孝
浩
さ

ん
（
フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

▽
安
曇
野
調
理
師
会

●
日
時　

2
月
18
日
（
月
）、19
日
（
火
）

の
い
ず
れ
か
の
日

●
会
場　

市
内（
申
込
者
に
後
日
連
絡
）

●
申
し
込
み　

2
月
4
日
（
月
）
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
等

を
お
送
り
し
ま
す
。

あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工
房
の
卒
房
生
、

馬
越
寿
さ
ん
（
多
摩
美
術
大
学
非
常
勤

講
師
）
の
吹
き
ガ
ラ
ス
制
作
の
無
料
見

学
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

2
月
2
日（
土
）午
後
2
時
～

●
場
所　

あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工
房　

●
問
い
合
わ
せ　

あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工

房
（

72
・
８
０
３
０
）

市
で
は
、
民
事
法
務
協
会
の
協
力
に

よ
り
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
お
金
の
管
理

や
契
約
な
ど
に
不
安
の
あ
る
人
、
認
知

症
や
障
害
の
た
め
今
後
の
生
活
に
不
安

が
あ
る
人
、
ま
た
は
ご
家
族
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
月
14
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み　

2
月
8
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
時
間
は
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
）

「
家
族
の
成
年
後
見
人
に
選
任
さ
れ

た
け
れ
ど
、
こ
の
よ
う
な
時
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
？
」、
そ
ん
な
悩
み
を

お
持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
回
の

つ
ど
い
で
は
講
演
と
個
別
相
談
を
行
い

ま
す
。

25
年
度
各
種
検
診
の
申
し
込
み

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相
談

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係
内

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

81･

０
７
６
０ 

81･

０
７
０
３
）

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
か
け
は
し

成
年
後
見
人
等
の
つ
ど
い

問
健
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

（

81･

０
７
３
１ 

81･

０
７
０
３
）

市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

商
品
・
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
の
お
悩
み

グ
ル
メ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
相
談

問
穂
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

（

82･

３
１
３
１
㈹ 

82･

６
６
２
２
）

介
護
講
習
会
を
開
催

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係

（

81･

０
７
６
０ 

81･

０
７
０
３
）

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
か
ら
の
回
復

家
族
講
座

問
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81･

１
６
２
２
㈹ 

81･

０
７
０
３
）

康

健

談

相

◎
次
回
の
発
行
に
つ
い
て

2
月
は
広
報
あ
づ
み
の
お
知
ら
せ
版

の
発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
回
の
発

行
日
は
2
月
20
日（
水
）で
す
。

学

見馬う
ま
こ
し越  

寿
や
す
し
さ
ん
ガ
ラ
ス
制
作
見
学
会

問
三
農
政
課
庶
務
担
当

（

77･

３
１
１
１
㈹ 

77･

６
０
６
０
）
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穂高あめ市タイアップイベント！市民プロジェクト発「景観あづみの」がオープン！

　安曇野にぎわいプロジェクト、安曇野百選プロ
ジェクトでは 2 月 2 日、3 日の「穂高あめ市」に合
わせてウォークラリー等のイベントを開催します。

安曇野百選ウォークラリー
　クイズや体験を楽しみながら地域を散策します。
●日時　2 月 3 日（日）午前 11 時～
●定員　200 人　●集合　穂高神社北神苑
問穂安曇野ブランド推進室　
　（482・3131 ㈹ 682・6622）

　景観保全に取り組む市民プロジェクト「安曇野百
選」、「屋敷林と歴史的まちなみ」、「三角島ふるさと
の森」では、総合サイト「景観あづみの」を開設し
ました。各プロジェクトの概要やイベント情報の紹
介とともに、安曇野の屋敷林マップやおすすめの景
観を紹介するビューポイントマップ、安曇野の風習
を方言で紹介する安曇野百選かわら版のダウンロー
ドもできます。ぜひご活用ください。
uhttp://keikan-azumino.net/

３
７
４
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
応
募
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

　

安
曇
野
市
穂
高
９
１
８
１

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
高
齢
者

介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

市
と
男
女
共
同
参
画
講
座
実
行
委
員

会
で
は
、
男
女
共
同
参
画
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
、
事
前
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
ホ
ー
ル

〔
講
座
１
〕

●
日
時　

1
月
29
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～

●
講
師　

円ま
ど
か

よ
り
子
さ
ん（「
ハ
ン
ド
・

イ
ン
・
ハ
ン
ド
の
会
」
代
表
）

●
テ
ー
マ　
「
共
生
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
て
～
女
性
の
生
き
方
と
子
育
て

支
援
の
視
点
か
ら
～
」

〔
講
座
２
〕

●
日
時　

2
月
27
日（
水
）午
後
2
時
～

●
講
師　

横
山
タ
カ
子
さ
ん
（
料
理
研

究
家
）

●
テ
ー
マ　
「
食
と
家
族
」

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利
用
運
営

委
員
会
で
は
、
未
経
験
者
を
対
象
と
し

た
「
味
噌
づ
く
り
体
験
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。
安
曇
野
産
の
大
豆
と
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
麹
を
使
っ
た
手
づ
く
り
の
味
噌

を
仕
込
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

▽
3
月
14
日
（
木
）
午
後
0

時
30
分
～
4
時　

▽
3
月
15
日（
金
）

午
前
9
時
～
午
後
4
時　

▽
3
月
16

日
（
土
）
午
前
9
時
～
正
午

●
場
所　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
在
住
で
3
日
間
続
け
て

参
加
で
き
る
人

●
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
講
師　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利

用
運
営
委
員

●
材
料
費　

持
ち
帰
り
の
味
噌
10
㌔
当

た
り
２
５
０
０
円（
最
終
日
に
徴
収
）

※
持
ち
帰
り
は
20
㌔
く
ら
い
ま
で

●
持
ち
物　

三
角
き
ん
・
エ
プ
ロ
ン
、

作
業
し
や
す
い
服
装
、
15
日
の
昼
食

●
申
し
込
み　

2
月
4
日
（
月
）
午
前

8
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
を
進
め
、
仲
間
と
と
も
に
地

域
で
活
動
す
る
人
を
養
成
す
る
シ
ニ
ア

大
学
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
講
資
格　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

県
内
在
住
者
で
、学
習
意
欲
が
あ
り
、

積
極
的
に
社
会
参
加
を
目
指
す
人

●
学
習
内
容　

教
養
講
座
、技
能
講
座
、

実
践
講
座
で
、
期
間
は
2
年
間
（
年

間
標
準
学
習
日
数
は
16
日
間
）

●
募
集
定
員　

３
０
０
人（
松
本
学
部
）

●
授
業
料　

年
間
８
５
０
０
円
、
ほ
か

に
教
材
費
な
ど
が
必
要

●
申
し
込
み　

2
月
１
日
（
金
）
か
ら

28
日
（
木
）
の
間
に
、
各
総
合
支
所

内
市
民
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
入
学
可
否

決
定
通
知
用
の
切
手
（
は
が
き
50
円

ま
た
は
封
書
80
円
）
を
添
え
て
窓
口

に
提
出
す
る
か
、
下
記
ま
で
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
3
月
下
旬
に
郵
送
で

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く

は
（
公
財
）
長
野
県
長
寿
社
会
開
発

セ
ン
タ
ー
（
4
０
２
６･

２
２
６･

三
田
体
験
農
場
で
は
、
夏
野
菜
の
育

苗
な
ど
の
技
術
習
得
と
、
農
業
者
の
育

成
の
た
め
、
平
成
25
年
度
の
新
規
会
員

を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
活
動
期
間　

2
月
下
旬
か
ら
5
月
下

旬
ま
で
の
、
主
に
毎
週
火
曜
日
（
5

月
以
降
は
別
途
連
絡
）

●
場
所　

堀
金
地
域
の
ほ
場

●
内
容　

Ｊ
Ａ
技
術
員
の
指
導
を
受

け
、
温
床
線
の
は
り
方
か
ら
播
種
、

接
ぎ
木
な
ど
苗
の
管
理
と
出
荷
の
研

修
を
し
ま
す
。
栽
培
品
目
は
ナ
ス
、

ト
マ
ト
、ピ
ー
マ
ン
、ア
ー
ル
ス
メ
ロ

ン
、落
花
生
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
で
す
。

●
年
会
費　

無
料

●
申
し
込
み　

2
月
１
日（
金
）か
ら
28

日（
木
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
時
間
は
平
日
の
午
前

8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

あ
づ
み
野
農
業
塾
で
は
、
平
成
25
年

度
の
塾
生
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
農
業

塾
は
、
農
業
の
活
性
化
や
食
の
安
心
・

安
全
を
目
指
し
、
研
修
会
や
無
農
薬･

有
機
栽
培
に
よ
る
農
産
物
づ
く
り
な
ど

の
実
習
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
で
農
業
を
志
す
人

●
募
集
人
数　

80
人
（
先
着
順
）

●
修
業
期
間　

１
年

・
座
学　

実
施
月
の
い
ず
れ
か
の
土
曜
日

・
実
技　

随
時
（
土
曜
ま
た
は
日
曜
日
）

●
年
会
費　

３
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

1
月
28
日
（
月
）
か
ら

3
月
１
日（
金
）ま
で
に
、は
が
き（
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
等
を

明
記
）
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
送
付
先　

〒
３
９
９
‐
８
１
０
１

安
曇
野
市
三
郷
明
盛
４
８
１
０
番
地
１

農
林
部
農
政
課
集
落
支
援
係

ま
た
は
農
業
塾
塾
長 

遊
橋
さ
ん

（

 

73･

２
０
５
８
）

あ
か
し
な
農
業
塾
で
は
、
就
農
者
と

な
る
人
材
の
育
成
を
す
る
た
め
、
平
成

25
年
度
の
新
規
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す

る
20
歳
以
上
で
、
農
業
に
取
り
組
む

意
欲
が
あ
り
、
次
の
①
か
ら
③
に
該

当
す
る
人
。
①
昼
間
の
実
習
作
業
に

参
加
で
き
る
。
②
指
定
場
所
に
自
ら

来
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
自
己
責
任

で
安
全
管
理
が
で
き
る
。

※
農
具
等
は
自
身
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
数　

30
人
（
先
着
順
）

●
活
動
期
間　

4
月
か
ら
3
月
ま
で
の
、

毎
週
水
曜
日（
作
付
け
・
収
穫
な
ど
の

時
期
は
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
場
所　

明
科
地
域
内
の
ほ
場

●
内
容　

一
般
野
菜
の
作
付
け
・
施
肥
・

防
除
・
収
穫
・
出
荷
作
業
、
Ｊ
Ａ
主

催
の
指
導
会
お
よ
び
講
習
。

●
年
会
費　

１
万
円

●
申
し
込
み　

2
月
8
日（
金
）か
ら
28

日（
木
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
時
間
は
平
日
の
午
前

8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

平
成
25
年
度
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

問
健
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

（

81･

０
７
３
１ 

81･

０
７
０
３
）

あ
か
し
な
農
業
塾 

会
員
の
募
集

問
明
産
業
建
設
課
産
業
振
興
担
当

（

62･

３
０
０
１
㈹ 

62･

４
７
４
７
）

三
田
体
験
農
場 

会
員
の
募
集

問
堀
産
業
建
設
課
地
域
振
興
担
当

（

72･

３
１
０
６ 

72･

４
９
０
０
）

あ
づ
み
野
農
業
塾 

塾
生
の
募
集

問
三
農
政
課
集
落
支
援
係

（

77･

３
１
１
１
㈹ 

77･

６
０
６
０
）

男
女
共
同
参
画
講
座

問
本
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（

71･

２
０
０
０
㈹ 

71･

５
１
５
５
）

味
噌
づ
く
り
体
験
教
室
参
加
者
の
募
集

問
豊
産
業
建
設
課
地
域
振
興
担
当

（

72･

３
１
１
１
㈹ 

72･

８
３
４
０
）

習

講
・

演

講

月 内容
４月 農薬を使わない米づくり
５月 大豆栽培と無農薬栽培の留意点
６月 野菜栽培の留意点
８月 土の生きものから見た土づくり

10 月 キノコの見分け方・庭のキノコ栽培
12 月 花木・樹木のさし木、つぎ木、とり木
１月 みそ・とうふづくり
２月 原木へのキノコの種菌打ちと管理方法
３月 庭木、花木の手入れ・病害虫対策

●平成25年度 あづみ野農業塾講座日程

実習田：25 アール　実習畑：７アール

●固定資産税	 （４期）
●国民健康保険税	 （８期）
●後期高齢者医療保険料	 （11期）
●介護保険料	 （２月分）
●水道料金	 （穂高･三郷地域）
●下水道使用料	（豊科･堀金･明科地域）

＝納期限は2月28日（木）＝

2 月の納期

集

募

12 月分の空間放射線量
測定
結果

　いずれの地点においても健康に影響のない値でした。
詳しくは、市ホームページをご覧ください。
問穂生活環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

12/4（火） 12/11（火） 12/18（火） 12/25（火）
本 庁 舎 0.083 0.090 0.097 0.081
豊科庁舎 0.091 0.094 0.093 0.080
穂高庁舎 0.091 0.085 0.086 0.085
三郷庁舎 0.095 0.090 0.085 0.076
堀金庁舎 0.093 0.089 0.091 0.082
明科庁舎 0.079 0.089 0.085 0.069
穂高健康

支援センター 0.096 0.089 0.092 0.085



本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科複合施設 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健
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●
閲
覧
方
法　

穂
高
総
合
支
所
内
生
活

環
境
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
地
域
支

援
課
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内
「
く

る
り
ん
広
場
」、
ま
た
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
期
間
お
よ
び
募
集
期
間

１
月
29
日
（
火
）
～
2
月
28
日
（
木
）

●
応
募
方
法　

任
意
の
用
紙
に
ご
意
見

を
記
載
し
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
郵
送
・
持
参
・
フ

ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

の
方
法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
で

も
書
類
を
受
け
付
け
ま
す
。）
意
見

の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
内
容
確
認
、

情
報
提
供
の
依
頼
の
た
め
、
連
絡
を

取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
個
々
の

ご
意
見
に
対
し
て
直
接
の
回
答
は
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
・
応
募
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
６
６
５
８

穂
高
総
合
支
所
内
生
活
環
境
課

mkankyou@
city.azum

ino.nagano.jp

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
希
望
者
は
内
容
を
確
認
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容

▽
一
日
市
場
団
地
（
三
郷
明
盛
）

１
戸
【
3
Ｄ
Ｋ
】（
身
体
障
害
者
世

帯
用
、
身
障
者
手
帳
1
か
ら
4
級
を

お
持
ち
の
世
帯
が
対
象
）

▽
フ
ァ
ミ
ー
ユ
柳
瀬
団
地
（
明
科
中
川

手
）

2
戸
【
3
Ｄ
Ｋ
】

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
入
居
開
始
日　

4
月
１
日
（
月
）

●
入
居
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
人
で
、
主
に
次
の
要
件

を
満
た
す
人
。
▽
同
居
親
族
が
い
る

こ
と
。
▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

と
。
▽
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る

こ
と
。
▽
申
込
者
お
よ
び
同
居
者
が

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

●
受
付
期
間　

2
月
12
日
（
火
）
～
20

日
（
水
）（
土
日
除
く
）
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時

●
申
し
込
み　

１
月
23
日
（
水
）
か
ら

「
入
居
申
込
書
」
と
募
集
の
詳
細
を

記
し
た
「
入
居
申
込
案
内
」
を
豊
科

総
合
支
所
内
建
築
住
宅
課
住
宅
係
で

配
布
し
ま
す
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
）。
受
付
期
間

内
に
添
付
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
各
総
合
支
所
で
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
県

営
住
宅
入
居
者
の
統
一
募
集
を
行
い
ま

す
。

●
募
集
内
容　

松
本
地
方
事
務
所
管
内

の
県
営
住
宅
（
詳
細
は
2
月
中
旬
に

決
定
し
ま
す
）

●
入
居
資
格　

県
内
に
在
住
す
る
か
勤

務
す
る
人
で
、
主
に
次
の
要
件
を
満

た
す
人
。
▽
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
（
結
婚
予
定
含
む
）

が
い
る
こ
と
。
▽
住
宅
に
困
っ
て
い

る
こ
と
。
▽
収
入
が
一
定
額
以
下
で

あ
る
こ
と
。

●
受
付
期
間　

2
月
20
日
（
水
）

～
3
月
１
日
（
金
）（
土
日
も
可
）

●
申
し
込
み　

長
野
県
住
宅
供
給
公
社

松
本
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

市
で
は
「
安
曇
野
市
版
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
」
の
平
成
26
年
刊
行
に
向
け

て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
レ
ッ
ド
デ

ー
タ
ブ
ッ
ク
は
、
絶
滅
の
危
機
に
あ
る

野
生
動
植
物
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
、

多
く
の
市
民
へ
理
解
を
広
め
る
と
と
も

に
、
市
内
の
自
然
環
境
や
希
少
な
動
植

物
を
保
全
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
資
料
調
査
や
現
地

調
査
の
結
果
か
ら
市
内
に
お
い
て
絶
滅

の
危
機
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
動
植
物

を
選
定
し
た
「
安
曇
野
市
版
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
（
素
案
）」
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
内
容　

▽
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
選
定
種
の

追
加
、
削
除
、
ラ
ン
ク
変
更
に
関
す

る
意
見
▽
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
作

成
全
般
に
関
す
る
意
見

●
対
象
者　

市
内
野
生
生
物
の
調
査
を

し
た
人
。
ま
た
は
、
情
報
を
お
持
ち

の
人
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
小
論

文
（
８
０
０
字
程
度
）
を
添
え
て
郵

送
・
持
参
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
小
論
文
の

テ
ー
マ
は
「
団
塊
の
世
代
が
65
歳
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
」
で
す
。

●
選
考
方
法　

選
考
委
員
会
で
書
類
選

考
を
行
い
、結
果
は
3
月
末
ま
で
に
、

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
募
集
期
限　

2
月
22
日
（
金
）
当
日

消
印
有
効

●
応
募
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
９
１
８
１

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内　

高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係

mhokatsushien

＠city.azum
ino.

　

nagano.jp

地
域
審
議
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、委
員
（
第
5
期
）
を
募
集
し
ま
す
。

地
域
審
議
会
は
、
各
地
域
の
意
向
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
設

置
さ
れ
、
新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
関

す
る
事
項
な
ど
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、

審
議
・
答
申
を
行
い
ま
す
。

●
公
募
人
員　

各
地
域
審
議
会
と
も
5

人
以
内

●
応
募
資
格　

当
該
地
域
に
住
所
を
有

す
る
か
勤
務
し
、
20
歳
以
上
で
平
日

開
催
の
会
議
に
出
席
可
能
な
人
。
た

だ
し
、次
に
掲
げ
る
人
は
除
き
ま
す
。

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

議
員
②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び

地
方
公
務
員
③
市
の
附
属
機
関
等
の

公
募
に
よ
る
委
員
で
あ
る
人
④
市
税

の
滞
納
が
あ
る
人

●
任
期　

4
月
１
日
か
ら
2
年
間

●
報
酬　

別
に
定
め
る
額

●
応
募
方
法　

各
総
合
支
所
地
域
支
援

課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
小
論
文

（
８
０
０
字
以
内
）
を
添
え
て
郵
送
・

持
参
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
小
論
文
の
テ
ー

マ
は
「
私
は
安
曇
野
市
の
課
題
を
こ

う
考
え
る
」
で
す
。

●
選
考
方
法　

選
考
委
員
会
で
、
申
込

書
と
小
論
文
に
よ
り
書
類
選
考
を
行

い
ま
す
。
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

2
月
１
日
（
金
）
～
22

日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

●
応
募
先　

各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
の
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新

し
い
委
員
を
公
募
し
ま
す
。
協
議
会
で

は
、
高
齢
者
の
介
護･

保
健･

福
祉
な

ど
を
支
え
る
「
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
円
滑･

適
正
な
運
営
が
行
わ

れ
る
よ
う
協
議
し
ま
す
。

●
公
募
人
員　

3
人
以
内

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

40
歳
以
上
の
介
護
保
険
被
保
険
者

で
、
平
日
に
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出

席
可
能
な
人
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ

る
人
は
除
き
ま
す
。
①
国
お
よ
び
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
②
常
勤

の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公
務
員

③
本
市
の
付
属
機
関
等
の
委
員
に
3

つ
以
上
な
っ
て
い
る
人
④
市
税
の
滞

納
が
あ
る
人

●
任
期　

4
月
１
日
か
ら
2
年
間

●
報
酬　

別
に
定
め
る
額

●
応
募
方
法　

各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書
（
市 集

募

の

見

意
「
安
曇
野
市
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」

へ
の
意
見
募
集

問
穂
生
活
環
境
課
環
境
基
本
計
画
推
進
係

（

82･
３
１
３
１
㈹ 

82･

６
６
２
２
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

の
委
員
を
募
集

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係

（

81･

０
７
３
２ 

81･

０
７
０
３
）

地
域
審
議
会
委
員
の
募
集

問
安
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（

71･

２
０
０
０
㈹ 

71･

５
０
０
０
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
の
募
集

問
豊
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（

72･

３
１
１
１
㈹ 

72･

３
５
６
９
）

県
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

問
県
住
宅
供
給
公
社
松
本
事
務
所

（

47･

０
２
４
０
）

い

ま

住

集

募

の

員

委

市制度資金または、市経由で県制度資金の融
資を受けた事業主の皆さんへ

市が認定した特定開発事業

平成 23 年度中に、市制度資金（借換を除く）または、
市経由で長野県制度資金の融資を受けた場合、融資実
行から 1 年間の利子につき、一定の要件により利子補
給（１％）を行います。対象者には、申請書類を 2 月
上旬までにお送りします。

申請締切りは 3 月 11 日（月）必着です。（3 月 12
日以降は受付できません）
問穂商工労政課工業振興担当（482・3131 ㈹ 682・6622）

申請者 安曇野不動産株式会社
代表取締役 等々力政彦

株式会社双葉不動産
代表取締役 飯嶋 正明

認定日 平成 24 年 11 月 5 日 平成 24 年 11 月 12 日

申請
場所

穂高有明 9691 番、9707
番 1、9707 番 2 穂高有明 1682 番 3

申請
の目的 建売住宅（5 戸） 建売住宅（2 戸）

問豊建築住宅課開発調整係（472･3111 ㈹ 672･3569）
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手
ば
か
り
で
覚
え
る

　
　

自
分
の
食
事
量
【
副
菜
編
】

食
物
繊
維
で
イ
ン
ス
リ
ン
を
節
約

「
副
菜
」
と
は
、
野
菜
や
き
の
こ
・

海
藻
・
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
の
食
物
繊
維

や
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
を
多
く
含
む
お
か
ず

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

食
事
の
時
に
は
最
初
に
副
菜
か
ら
ゆ

っ
く
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
と
、
食
物

繊
維
の
働
き
で
血
糖
値
の
上
昇
が
緩
や

か
に
な
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
を
節
約
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

副
菜
に
は
ビ
タ
ミ
ン
類
も
た
っ
ぷ
り

野
菜
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
は

体
の
中
で
上
手
に
糖
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
助
け
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｅ
な
ど
は
動
脈
硬
化
の
進
行
を
抑
え

る
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
予

想
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
震
に
備
え
、

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
必

要
に
応
じ
て
補
強
工
事
を
行
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
・

耐
震
補
強
工
事
補
助
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

市
が
派
遣
す
る
耐
震
診
断
士
が
診
断

を
行
い
ま
す
。
簡
易
耐
震
診
断
と
精
密

耐
震
診
断
の
2
つ
の
診
断
が
あ
り
ま

す
。
費
用
は
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

●
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
木
造
在
来
工
法
の
住
宅
（
ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー
・
木
質
プ
レ
ハ
ブ
・
丸

太
組
・
非
木
造
の
住
宅
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。
増
築
が
あ
っ
た
場
合
も

当
初
の
建
築
年
度
が
対
象
）

●
個
人
所
有
の
住
宅
（
長
屋
・
共
同
住

宅
は
除
く
）

必
要
量
は
１
日
に
両
手
３
杯

副
菜
の
１
日
の
摂
取
目
安
は
３
５
０

㌘
以
上
で
、
手
ば
か
り
だ
と
両
手
に
3

杯
に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
約
3
分
の

1
は
色
の
濃
い
緑
黄
色
野
菜
で
取
る
の

が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

4
月
１
日
（
月
）
か
ら
募
集
を
開
始

し
ま
す
。
豊
科
総
合
支
所
内
建
築
住
宅

課
に
あ
る
申
出
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
予
定
戸
数
を
超
え
た
場
合

は
次
年
度
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
ど
ん
な
診
断
を
す
る
の
？

Ａ
①
簡
易
耐
震
診
断　

診
断
士
が
家
に

伺
い
、
外
観
な
ど
を
見
た
り
、
住
居
者

に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
り
し
て

地
震
に
対
す
る
安
全
性
を
評
価
し
ま

す
。
結
果
が
1
・
0
以
上
の
場
合
は
ひ

と
ま
ず
安
心
。
1
・
0
未
満
の
場
合
は

要
望
に
よ
り
②
精
密
耐
震
診
断
へ
。

②
精
密
耐
震
診
断　

簡
易
診
断
の
結
果

が
1
・
0
未
満
の
住
宅
で
、
補
強
工
事

を
前
提
と
し
て
、
さ
ら
に
詳
し
い
診
断

を
希
望
す
る
場
合
に
行
い
ま
す
。
診
断

士
が
家
の
中
や
必
要
に
応
じ
て
天
井

裏
、
床
下
な
ど
に
入
り
、
詳
細
に
調
査

し
ま
す
。
結
果
が
1
・
0
未
満
の
人
に

は
補
強
工
事
内
容
な
ど
の
提
案
も
し
ま

す
。

Ｑ
耐
震
補
強
工
事
に
補
助
は
あ
る
の
？

Ａ
精
密
診
断
結
果
か
ら
補
強
工
事
を
す

る
人
に
補
助
し
ま
す
（
所
得
制
限
あ

り
）。
補
強
工
事
費
の
2
分
の
１
（
最

高
60
万
円
）
が
補
助
さ
れ
ま
す
。
設
計

士
・
工
務
店
な
ど
に
よ
く
相
談
し
て
補

強
工
事
の
内
容
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
要
件
が
合
え
ば
、
合
わ
せ
て
行
う

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
に
対
し
て
『
住
ま

居
る
応
援
制
度
』
の
補
助
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

Ｑ
税
の
優
遇
処
置
は
？

Ａ
補
強
工
事
の
金
額
に
よ
り
所
得
税
の

特
別
控
除
や
固
定
資
産
税
の
減
額
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
豊
建
築
住
宅
課
住
宅
係

　
（
72･

３
１
１
１
㈹ 
72･
３
５
６
９
）

生活習慣病である糖尿病（２型）の予防のポ
イントは体の中で血糖値を下げる働きのある
インスリンを節約することです。
今回は、「手ばかりで覚える自分の食事量」
の副菜編です。つい食べ過ぎてしまいがちな
主菜に比べて、副菜はどうでしょうか。

 
 

NO.10（全 12 回）

糖尿病を予防する

耐
震
診
断
と
は

申
し
込
み
方
法

よ
く
あ
る
質
問
Ｑ
＆
Ａ

対
象
と
な
る
住
宅

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
・
耐
震
補
強
工
事
補
助
事
業

　
　

 

対
策 

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

土地家屋調査士の無料相談会住宅の建築などを計画する場合、
まずはご相談ください！

　県土地家屋調査士会では、無料相談会を開催しま
す。土地の境界に関するトラブルや、土地建物に関
する登記などの相談に応じます。
●日時　2 月 9 日（土）

午後１時～ 4 時 30 分（相談時間１件 30 分）
●場所　松本市勤労者福祉センター第 3 会議室
●申し込み　県土地家屋調査士会事務局（4026・232・

4566）まで電話でお申し込みください。
（時間は午前 10 時～正午、午後 1 時～午後 3 時）

　市内で建物を建築する場合や既にある建物の用途
を変更する場合などは、土地利用条例の手続きが必
要です。次のような計画をお持ちの人は、ご相談ください。
▷家を建てたい。増改築をしたい。▷倉庫や、資材
置き場を造りたい。▷敷地を増やしたい。▷農地を
宅地にしたい。▷更地の宅地を分譲したい。▷店を開き
たい。▷工場をコンビニエンスストアーに貸したい等。
問豊建築住宅課開発調整係（472・3111㈹ 672・3569）

地震に
自信と
安心を

副
菜
を
取
る
ポ
イ
ン
ト

▽
毎
食
副
菜
を
取
る

▽
主
菜
の
付
け
合
せ
を
増
や
す

▽
汁
物
に
多
く
入
れ
る

▽
加
熱
し
て
か
さ
を
減
ら
す
、
な
ど
の

工
夫
を
し
て
、
こ
の
量
を
毎
日
食
べ
る

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

　
（
81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

１食の摂取目安は両手に１杯（写真は 150g）
そのうちの 1/3 以上は緑黄色野菜

材料（4 人分）
卵 	 ５個
なめ茸（ビン）	 100㌘
わけぎ	 ３～４本
カニかまぼこ	 25㌘

とろけるチーズ 	 25㌘
粉末だし	 小さじ１
砂糖	 小さじ１と1/2
油		  適量

洋風だてまき

①：なめ茸・わけぎ・カニかまぼこ・とろけるチーズは粗
みじん切りにして、溶いた卵と混ぜる。

②：①に粉末だしと砂糖を入れ良く混ぜる。
③：卵焼き器に油を引き、②を入れ、時々かき混ぜながら

弱火で焼く。ふっくら焼けたら裏返して１～２分焼く。
④：巻きすにキッチンペーパーを敷き、その上に③をひっ

くり返す。太巻き寿司のように巻いて、輪ゴムで強め
に止めて、冷めるまで置けば完成。

問健健康推進課保健予防担当
（481・0726 681・0703）

作り方

市食生活改善推進協議会では、季節に合わ
せた地元の食材を使った料理教室を通年行
っています。今回は、その中から「洋風だ
てまき」を紹介します。

「食」で育む健康で豊かな人づくり

私のおすすめレシピ⑳

いつもと一味違っただてまきはいかがですか

砂糖はお好みで。
入れなくてもおいしいですよ。

考案者　等
と ど り き

々力正
ま さ こ

子さん
　　　  （明科東川手）

野菜、きの
こ、海藻、
こんにゃく

右のほうれん草
をゆでるとこの
位に減る
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2 月の予定

14日（木）　時 13：30～16：30 ※相談時間は１人20分
場堀金総合支所　相談室
予約・問  総務部総務課庶務係（℡71-2000・FAX71-5155）
※予約受付･･･2 月 7 日（木）9：00 ～ 12：00（受付は電話のみ）
※相談者（定員８人）は抽選で決定（先着順ではありません）
※係争中の事案についての相談はお受けできません。

13日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※メール相談も受付中。詳しくは以下のページへアクセスを。
　www.pref.nagano.lg.jp/syoukou/roko/mailsoudan.htm

15日（金） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）

2 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

母乳・育児相談 ※母乳相談は 　時 9:30 ～ 11:00

子ども･母子家庭･女性の相談

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談

弁護士会による無料法律相談  

毎週月～土曜日　  　※11日は除く
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）

19日（火）問場豊科公民館教育相談室（℡72-2238・FAX62-5721）

毎週月～金曜日　※11日は除く
場問教育指導室（明科総合支所舎2階）（℡62-3521・FAX62-5721）

教育全般（不登校・ひきこもり・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

親の会	 時 13:00 ～ 15:00

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15

精神科医による精神保健相談 	 時 14:00 ～

 あづみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

精神科医による依存症相談 	 時 14:00 ～

４日（月）・★ 18日（月）　時 13：00～16：00
場堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）
５日（火）・★ 19日（火）　時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
６日（水）・★ 20日（水）　時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
７日（木）・★ 21日（木）　時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
８日（金）・★ 22日（金）　時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）

毎週月・木曜日（第5・祝日を除く）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

１日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

毎週水曜日　※ 6・20 日は家族会　場豊科公民館
問健康推進課保健予防担当（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

場問市地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科保健センター内）
　　（℡72-9986・FAX72-9044）
場問南部地域包括支援センター（三郷総合支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

平日　時 8：30 ～ 17：00  
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

場問消費生活センター（穂高総合支所１階）
　　（℡82-3131（直通090-5203-2011）・FAX82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

2 月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

５・19日（火）	場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
７・21日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
12・26日（火）	場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
13・27日（水）	場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
14・28日（木）	場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

教育に関する相談

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

２月の児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※豊科・穂高地域の児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

結婚相談　　　時13：00～16：00　

牛乳パックでエコカー作り ２日（土） 10：30 ～ 11：30
要予約 150円  ※ 10組

もちもちチーズパン作り ７日（木） 10：30 ～ 12：00
要予約 100円  ※ 30組

食の伝統子ども教室 ９日（土） 10：30 ～ 12：00
～やしょうま作り～ 要予約 100円  ※ 20組　※豊科農村生活女性学習会

身体測定　※自由測定 22日（金） 10：00 ～ 12：00
育児相談 22日（金） 10：30 ～ 12：00
子育て勉強会 要予約  ※育児相談のまとめ 22日（金） 10：30 ～ 11：30
絵本作り 要予約  ※小学生対象 23日（土） 10：30 ～ 12：00
読み聞かせ （おはなしどりぃむさん） 20日（水） 11：00 ～ 11：30

身体測定 ※自由測定 １日（金） 10：00 ～ 12：00
育児相談 １日（金） 10：30 ～ 12：00
やしょうま作り ６日（水） 10：15 ～ 11：30
要予約 100円  ※親子 20組

運動遊び 要予約  ※親子20組 22日（金） 10：00 ～ 11：00※講師：柳沢友希さん

子育て広場 14日（木） 10：00 ～ 12：00
ちびっこクッキング 13日（水） 10：30 ～ 11：30
～ひなまつりクレープ～ 要予約 100円

おはなしいっぱい　時11：00～11：30

あづみのあのねの会…4日（月）／スマイル…15日（金）
みんななかよし　時10：30～11：30　※登録児対象

さくらんぼ（0歳児）…5日㈫・20日㈬・26日㈫／いちご（1歳児）…6日㈬・19日㈫・27日㈬
りんご（2・3歳児）…7・21・28日（木）
※講師の都合により、さくらんぼといちごの日程が一部入れ替わっています。

紙芝居・絵本の読み聞かせ 14日（木） 10：30 ～ 11：00※お話カーニバル

ひまわりの日 ～由美子先生とあそぼう！～ 21日（木） 15：45 ～ 16：30※小学生対象　講師：沖由美子先生

ひまわりっ子クラブ　※登録児対象　
0歳児……5・19・26日（火）／1歳児…6・20・27日（水）
2・3歳児…7・21・28日（木）
※内容：グループ活動 ･お団子作り・おひなさま製作

節分 要予約 100円程度  １日（金） 10：30 ～ 11：30
ママキッズビクス ７日（木） 10：15 ～ 11：00
※講師：佐藤貴子先生・遠藤正美先生　持ち物：託児でおんぶ紐が必要な方は持参

育児相談 ７日（木） 11：00 ～ 12：00
バレンタインクッキー作り ９日（土） 10：30 ～ 12：00
要予約 100円程度

サーキット遊び 15日（金） 10：30 ～ 11：15
ぱくぱくらんど ～どっしりバナナケーキ～ 19日（火） 10：30 ～ 12：00
講師：食生活改善推進協議会さん  要予約 100円  ※ 24組

ボランティアさんありがとう会 26日（火） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円程度

おはなしムーン 6・13日（水） 11：00 ～ 11：20（読み聞かせボランティア）

食育講座 13日（水） 10：30 ～ 11：30
～親子で作ろうバレンタインクッキー～ 要申込 100円  ※ 1歳半以上の親子

工作～写真立てをスィーツでデコろう～ 16日（土） 10：30 ～ 11：30
 要申込 100円

育児相談 19日（火） 11：00 ～ 12：00
親子で楽しむ「ママキッズ・ビクス」 21日（木） 10：15 ～ 11：00
※講師：佐藤貴子先生　持ち物：うわばき・水筒

ひなまつり ～つるしびな作り～ 27日（水） 10：30 ～ 11：30
 要申込
絵本・紙芝居の読み聞かせ　時10：30～11：00　

おはなしムーン…5・19 日（火）／コロボックル…12・26 日（火）

まめまき会 要申込 100円 １日（金） 10：30 ～ 11：30※ 20組程度

身体測定日 ※自由測定 15日（金） 10：00 ～ 12：00
育児相談 ※個別予約も可能 15日（金） 10：30 ～ 12：00
やしょうま作り 要予約 100円 20日（水） 10：00 ～ 12：00※ 20組程度

おひなさま祭り 要予約 100円 28日（木） 10：30 ～ 11：30※ 20組程度

わらべ唄・手遊び 毎週月曜日 11：10 ～ 11：30
※自由参加　内山房子先生（講師・内容が変更となる日あり）

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

卓球の日 ２日（土） 14：00 ～ 15：00
育児相談＆おはなし会 ８日（金） 10：30 ～ 12：00
絵心教室 ～壁画作り～ 16日（土） 10：30 ～ 11：30
キッズリユース広場 19日（火） 11：00 ～ 11：30
ぱくぱくらんど ～お好み焼き～ 20日（水） 10：00 ～ 11：30
要予約 親子で150円  ※親子18 組

チャレンジクラブ～昔の遊び～ 23日（土） 10：30 ～ 11：30
移動児童館　時10：30～15：00

真々部地区…２日（土）／上鳥羽地区…23日（土）
いっしょにあそぼう
サーキット遊び １日（金） 11：00 ～ 11：30
うすやき作り ４日（月） 10：30 ～ 11：30
要予約 親子で150円

おし寿司作り 22日（金） 10：30 ～ 12：00
要予約 親子で150円

リズム遊び 25日（月） 11：00 ～ 11：30

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  

２日（土）　場豊科公民館　※女性のための相談

人権相談所 時10：00 ～ 15：00
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

３日（日）場問豊科老人福祉センター	（℡73-7143・FAX73-7147）
17日（日）場問穂高地域福祉センター	（℡82-2940・FAX82-9621）
24日（日）場問三郷福祉センター	 （℡77-8080・FAX77-8081）

3日（日） 10日（日） 11日（月・祝） 17日（日） 24日（日）
塔 の 原 内 川 医 院

81-2121［明科］
や ざ き 診 療 所

62-2360［明科］
平 林 医 院

62-2227［明科］
古 川 整 形 外 科 医 院

82-8880［穂高］
古 川 医 院

82-4385［穂高］
前 角 整 形 外 科 医 院

82-1478［穂高］
高 橋 医 院

82-2561［穂高］
柏 原 ク リ ニ ッ ク

82-7222［穂高］
石 田 医 院

72-2766［豊科］
伊 藤 医 院

62-2051［明科］
こ う の 内 科 循 環 器 科

71-5881［豊科］
池 田 医 院

77-2055［三郷］
赤津整形外科クリニック

76-3133［三郷］
土 屋 ク リ ニ ッ ク

71-1811［豊科］
こばやし内科クリニック

71-1117［豊科］
み ず ほ 歯 科 医 院

77-7111［三郷］
丸山整形外科医院矯正歯科

72-7000［豊科］
上 條 歯 科 医 院

82-2215［穂高］
天 野 歯 科 医 院

73-4182［豊科］
さ と う 歯 科 医 院

81-5155［穂高］

パパッとおやつ ８日（金） 10：00 ～ 12：00
～簡単おやつ作り～ 要予約 親子で50円  ※ 30組 予約受付 1/21 ～ 2/1

わくわくデー 13日（水） 15：45 ～ 16：15※小学生対象　参加自由　

おはなしワクワク 14日（木） 10：30 ～ 11：00～読み聞かせと簡単工作～ ※参加自由

親子ふれあい広場　※登録児対象　
0歳児……5・19・26日（火）／1歳児…6・20・27日（水）
2・3歳児…7・21・28日（木）
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と
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ろ
に
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ん
だ
。
今
年
は
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が
多

い
か
も
」
と
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所
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年
配
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が
話
し

て
く
れ
ま
し
た
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こ
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必
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し

も
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果
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よ
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で
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が
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こ
う
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く
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が
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る
と
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し
て
カ
マ
キ
リ
は
分
か
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の
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◆
取
材
中
に
す
て
き
な
笑
顔
の
女
の
子

と
出
会
い
ま
し
た
。
元
気
を
も
ら
い
つ

つ
、
あ
ら
た
め
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笑
顔
の
力
を
感
じ
ま

し
た
。	
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◆
人
間
ド
ッ
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を
受
け
て
き
ま
し
た
。

結
果
は
良
好
。
た
だ
１
点
、
体
脂
肪
率

に
つ
い
て
注
意
を
受
け
ま
し
た
。
せ
め

て
ス
ー
ツ
か
ら
は
み
出
な
い
程
度
の
体

型
維
持
が
今
年
の
目
標
で
す
。	
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◆
年
初
め
、
三
九
郎
や
出
初
め
式
な
ど

の
行
事
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
気
さ
く

に
取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
「
広

報
あ
づ
み
の
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。	
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古紙配合率 100％
再生紙を使用しています。

2013.1.1現在　（ ）内は対前月比

人口 	 99,405人（	－59）

	男 	 48,243人（	－20）

	女 	 51,162人（	－39）

世帯 	 37,714世帯（	－25）

こ
の
ま
ち
を
あ
な
た
の
力
で

消
防
団
員 
募
集
！

消防団員は、サラリーマン、自営業者、主婦
など、さまざまな立場の人が消防団活動を通じ、
お互いに絆を深めながら私たちの暮らしを守っ
ています。家族のため、友人のため、自分のた
め、そして、このまちのために、共に汗を流し
てみませんか？

●入団資格　
市内に居住または勤務している 18 歳以上の健康
な人（性別は問いません）。

●待遇
非常勤特別職公務員となり、公務災害補償、制服
等貸与のほか、活動に応じ手当・退職報奨金の支
給制度などがあります。

●主な活動内容
火災・風水害時の出動、火災予防啓発・警戒活動、
各種訓練・行事（女性団員は主に予防啓発活動）

市消防団
女性消防隊


